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施 設 概 要

用途：貸し研究室
構造：鉄骨造，地上３階建
延床面積：１０９４．５１㎡
室数：共同利用研究室１１室，研究・実験室４室，分析測定室２室
　　　１１．２㎡～１２３．３㎡

　食品，医療，環境等の分野でのバイオテクノロジーを活用した研究開発における産学官の連携を推進し，総合的
なバイオ研究拠点を形成するとともに，新規産業の創出，産業技術の高度化並びに地域産業の振興及び発展に寄与
することを目的として設置する。

令和6年度　公の施設目標管理型評価書【指定管理者施設用】

無

新潟市バイオリサーチセンター条例

新潟市バイオリサーチセンター

ＮＢＲＰ共同企業体

（１）公平な運営，利用者の平等な利用確保
バイオリサーチセンターが公の施設であることを常に念頭において公平な運営を行うものとし，利用者の平等な利
用の確保に努める。
【重点課題】
・利用許可の可否について，バイオリサーチセンターの設置目的に照らした適正な判断
・利用者ごとにあらかじめ定めた納付期日による，使用料の適正な徴収
・使用料の減免についての適正な許可

（２）適切な施設及び設備の維持管理
利用者が利用しやすいよう，施設設備を安全で良好な状態に保つとともに，維持管理費の削減に努める。
【重点課題】
・建物躯体及び設備機器の保守管理と安全確認
・清掃，警備，衛生管理の適切な実施
・利用者や周辺住民からの苦情への適切な対応

（３）施設設置目的に即した施設サービス提供
常に利用者からの要望に耳を傾けるとともに，指定管理者独自の知識・技術を活かし，設置目的に即した適切な施
設サービスの提供と利用者確保に努める
【重点課題】
・利用者に対する適切な接遇とサービス提供
・災害時の対応体制の整備と利用者の安全確保
・利用者からの苦情への適切な対応
・指定管理者独自の知識・技術を活かした利用者へのサービス提供
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経済部産業政策・イノベーション推進課
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現地調査日：令和７年７月２２日
・昨年に引き続き年間を通して全部屋（17部屋）の入居率100％を達成したことは評価できる。引き続き、アンケートによる利用
者意見やニーズを聞き取り、現状維持にとらわれず、施設機能やサービス向上に向けた改善提案を期待する。
・付属設備等の故障発生時には、修理業者等へ連絡し迅速に対応している。また、館内利用者のサービス低下を招かぬよう、
定期交換など未然防止にも努めており、施設の維持管理に対しては満足できるものである。
・今後について、産学連携コーディネートによる企業相談への対応や指定管理者の強みである自主事業を通じて企業の付加
価値向上支援等に取り組むことで、地域経済発展へ寄与することを期待する。

労働基準の充足 労働関係法令の遵守 適切に実施

実績

所 管 課 に よ る 総 合 評 価 （ 所 見 ）

配置人員の能力向上対策 職員の接遇研修等を年１回以上実施

利用料の確保

   当社は、公平な運営、適切な施設及び設備の維持管理、そして施設設置の目的に即したサービスの提供を基本方針として掲げ、新潟市
バイオリサーチセンターの運営に取り組んでおります。
　センター設立当初より指定管理者としての役割を担い、これまで大きな事故や災害による被害もなく、施設の安定的な維持管理とサービス
提供を着実に実施してまいりました。現在、入居率は100％を維持しており、今後もこの状態を継続できるよう、利用者アンケートなどを通じて
入居者の皆様のご意見・ご要望を丁寧に把握し、施設機能やサービスのさらなる向上を図ってまいります。
　また、自主事業として推進している産官学連携事業では、企業が抱える課題に対して、新潟薬科大学の研究者と連携し、共同研究や委託
研究という形で支援を行っております。また、県内唯一の取組である機能性食品評価事業では、臨床試験を2件実施し、企業の課題解決、新
製品開発、ならびに基礎研究への貢献を果たしました。これらの活動を通じて、企業・大学研究者双方からの信頼を獲得し、センターが双方
の協力関係を支える拠点として評価されていることが、高い入居率にもつながっていると確信しております。
　今後は、施設の構造物や設備の老朽化への対応を検討しながら、入居企業の皆様にとって引き続き快適かつ機能的な環境を提供できる
よう努めてまいります。そして、現在ご利用いただいている企業が退去される際にも、当センターの魅力を十分にご紹介いただけるよう、施設
の魅力向上にも引き続き取り組んでまいります。

目標を上回った

適切に実施

業 務

人 材

財 務

指 定 管 理 者 記 載 欄 （ ア ピ ー ル し た い 事 項 ・ 未 達 成 項 目 へ の 改 善 策 等 ）

協定書・業務仕様書に定める事項の
遵守

適切に実施

適正に実施

利用者アンケートで窓口対応等の問
いに対し「概ね適切」以上が８０％以
上

100％（6/6）

安全確保マニュアルの作成と防災訓
練年１回実施

８８％（１５/１７室）以上

各種マニュアルの整
備及び消防訓練を
10月に実施

100％（17/17）

産業政策課に相談
の上、適切に実施

適切に実施

適切に実施

産学連携コーディネート業務等により
施設の利用価値を高めるとともに，
利用者確保の努力がなされているこ
と

利用案内等の対応と接遇

協定書・業務仕様書に定め
る事項の遵守

管理運営経費の削減

安全確保対策

入居率

施設の適切な保守管理

清掃，警備等の適切な実施

設置目的に合致したサービ
ス提供

利用料金の適正徴収
定められた料金の適正徴収と，減免
対象者への適正な減免

建物及び設備機器等について適切な
保守管理

適切な回数の清掃と必要な形態での
警備体制確保

指定管理者独自の知識・技術を生か
し，施設設置目的に合致した事業実
施

100％（6/6）

適切に実施

評価項目

各種サービス満足度

関係団体・地域との連絡調
整

評価指標 評価コメント
※

苦情・要望に対する対応 苦情・要望には３営業日以内に回答
施設に対する苦情・
要望には、即日対応
した。

目標を上回った

適正に実施

関係団体・地域との適正な連絡調整
実施

管理経費の適正執行と経費縮減努
力がなされていること

今年度のアクセス数
は1,127件（前年度
1,121件）、訪問者数
は543件（同488件）
となり前年度より増
加した。

市 民

市内産業への貢献
再委託する場合の市内業者への再
委託および資材等の市内事業者（店
舗）からの調達率90％以上

100％（11/11） 目標を上回った

目標を上回った

経費縮減の努力を
適正に実施

利用者アンケートで管理運営全般に
ついての問いに対し「概ね満足」以上
が８０％以上

広報の充実
ホームページの充実とアクセス数の
増加（前年度比）

【評価基準】

Ａ：要求水準（評価指標）を達成し、かつその達成度・内容が優れている

Ｂ：要求水準（評価指標）が達成されている

Ｃ：要求水準（評価指標）が達成されていない

※評価について、「A」を付ける場合は「優れている点」を、「C」を付ける場合は「達成されていない点」を、「評価コメ

ント」欄に明記してください。（評価指標が達成されているだけなら「B評価」で、その達成度や内容が優れていな

ければ「A評価」とはなりませんので、ご注意ください。）


